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Abstract

　　Fission　track　datingswere　perfomed　on七wo　samples　oftheH：akkodaWelded

Tuff，Aomori　Prefecture，northeast　Japan．Ages　obtained，2。o　and2。1m。y．，are

consisten七with　the　previous　estima七ion　based．on　s廿atigraphic　sequence。These

ages　in（iicate七hat　extensive　igneous　activi七y　in　the　region　started　in　the　latest

PliocenetoearlyPleistocene。

Lはじめに
　昭和49年度における全国地熱基礎調査の一環として，

青森県八甲田地区がとり上げられ，著者らのうち佐藤と

山田がこれに関与した．著者らはかねてから青森・秋田

両県にわたって広く分布する八甲田溶結凝灰岩の噴出年

代について関心を有していたが，この機会に，東北地方

北部における最近の大規模火成活動の一標式である八甲

田溶結凝灰岩の噴出年代が，この地区の地熱活動の開始

期にも関係すると考えて，フィッショントラヅク年代測

定を行うこととなった．ここにその結果を報告する．

　試料の採取は佐藤および山田の指示に基づき，目鉄鉱

コソサルタント（株）中川　進および桑畑和則両氏が行

い，西村が測定した．

　報告するにあたり，上記中川・桑畑両氏にあつく感謝

する．

2・八甲田溶結凝灰岩

　八甲田溶結凝灰岩は，八甲田火山群の周囲，青森・秋

田両県下に広く分布する石英安山岩質火山砕屑流堆積物

であり（南部・谷田，1961），その分布面積は約170km2，

＊京都大学教養部

＊＊地質部
＊＊＊鉱床部

体積は約8．5km3と見積られ（YAGIゆα1．，1963），そ

の噴出の結果八甲田カルデラが形成されたとされてい

る．しかし八甲田カルデラはその後の後カルデラ火山群

の生成や，南部における十和田カルデラの形成などのた

め，必ずしも形状が明瞭でない．にもかかわらず，八甲

田溶結凝灰岩は，青森・秋田両県下における一大地質単

元であり，各地域において一般に新第三紀末一第四紀初

頭のものと考えられて来た。

　岩井・鈴木（1957）は東側の十和田市北方におヤ・て鮮

新統市の渡層を不整合に覆う溶結凝灰岩に野左掛層の名

を与えて更新統とした．

　南部・谷田（1961）は八甲田火山群の研究を行った際

に，周辺に広く分布する溶結凝灰岩を・八甲田火山群の

先カルデラ火山岩にひきつづいて噴出した角閃石含有紫

蘇輝石石英安山岩質溶結凝灰岩とし，カルデラ形成をう

ながしたものとした．カルデラ縁の一部は田代平火口原

の東縁を限る半月形の山稜として残っているカ㍉その他

の部分は南八甲田連峰の噴出のために覆われてしまった

とし・溶結凝灰岩の模式露頭として下湯温泉東方の大露

頭や奥入瀬漢谷をあげている．

　その後各地の地質調査に際して八甲田カルデラの溶結

凝灰岩と記載されたものは多く，青森平野の沖積層下に

も広く伏在することが知られている（青森市水道部，

1963）．また小高ほか（1970）は黒石地域において大部分
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　第1図　フィッショントラック年代測定用試料採取位置図（地質調査所，1975による）
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八甲田溶結凝灰岩のブィッショントラック年代（西村　進・佐藤博之・山田敬一）

が非溶結で一部に溶結相の示される火山灰流凝灰岩を長

谷沢凝灰岩と呼び，この噴出源は田代平であって，奥入

瀬漢谷で溶結しているものと同じ岩体であるとした．

　北村ほか（1972）は八甲田溶結凝灰岩を総括した際に，

その噴出時代を鮮新世最末期一更新世初期とみるのが妥

当であるとしている．

いえよう．この結果をみると，従来地質層序にもとづい

て鮮新世末一更新世初頭と考えられていた八甲田溶結凝

灰岩の噴出年代はまったくその通りだったといえる．

　今後はこの値を一応の目安として，K－Ar法などによ

る異なった手段による年代測定，八甲田溶結凝灰岩の細

分，古地磁気の測定，各地域における地質層序の確立な

どの研究が進められるべきであろう．
3。試料および測定方法

試料は当初4コ採取された．それらの位置は次のとお

りである（第1図）．

No．1　HK：74091501　青森市下湯温泉東側山道

No．2　HK74091502　十和田町奥入瀬川とソスペ川

　　　　　　　　　合流点対岸の国道際

　No．3　HK74091503　十和田町子ノロから奥入瀬川

　　　　　　　　　下流約L5kmの国道際
　No．4HK74091504　青森市田代△7152m地点北

　　　　　　　　　西約400mの国道際

　これら4コのうち，No．174091501とNo．474091504

の2コの試料について年代測定が出来た．試料はいずれ

も紫蘇輝石普通輝石石英安山岩であり，本質レンズはほ

とんど認められない．

　フィッショントラック年代測定については，すでに西

村・笹島（1970・1973）において述べられ，本シリーズ

（1）の西村ほか（1976）においても記載された方法にし

たがっている．

4．測定結果

測定された年代は次のようである．

Sample
Number

Spontaneous　Induced
　丘ssion．　丘ssion．

　track　　track
　density　　　　density

　（cm－2）　（cm－2）

Thermal　Fission－

neutron　　　track

dose　　age
（cm－2）　（m。y．）

7．5×106　0．44×1015　2．0

8，0×106　0．44×1015　　2．1

文　　献

74091501

74091504

5．6×105

6．3×105

々（238U自発核分裂の壊変定数）＝6．85×10－17（y－1）

を用いた．

5・結果の考察と今後の問題

　得られた2。0および2．1m，y．の年代はまったく近接

しており，広く分布する八甲田溶結凝灰岩の岩体の離れ

た箇所から数コの試料を採取して年代測定を行い，その

結果を吟味しようとする当初の目的は一応達せられたと
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